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0. はじめに
日本語と中国語は同じ漢字を用いているものの、基本的に違う言語構造を持つ言語である。こ

のような異言語の間で、翻訳を行おうと思えば、いつも複雑な問題が絡み合い、そう容易なことで

はない。すなわち、両言語にはそれぞれ独自の特質、例えば、独特の文法構造、表現形式などがあ

り、それらがそれぞれの言語の個性ある特徴を成しているので、文法構造、表現形式が平行して単

純にそのまま対応することはない。

一方、両言語における発想の相違が存在することにより、同じ意味内容の表現はいつも同じ表

現形式がなされるとは限らない。むしろそれぞれ別の表現形式をとることにより、独特な様相を呈

することが多い。本稿ではこのような、日本語と中国語における構造、表現上の特性について探っ

てみる。

1. 語順

日本語と中国語では、語順においては、かなり異なる様相を呈する。

1. 1　日本語は助詞を持つ膠着言語で、述語が文末に、修飾語が被修飾語の前に表れるという

決まりはあるが、主語や補語などは文中における位置がかなり自由である。一方、中国語は助詞も

ないし、語形変化もない言語なので、文の成分により、その文中に現れる位置がすべて厳しく決ま

っている。具体的に言えば、主語は文の頭に、述語は主語の後、補語の前に現れるのが普通である。

もし時間、原因、目的、条件などの修飾語があれば、それが主語の前に現れる。これは述語が文末

に、補語が述語の前に現れる日本語とは正反対になる。したがって、日本語を中国語に翻訳すると

き、語順の並び換えが必要である。例えば、

　　（１）橋の下を　川が　流れている。

　　　　　　①　　  ②　　　 ③
　　（２）

　　　     ①　  ② 　 ③
　　（３）夏目漱石の『我が輩は猫である』を　読みました。

　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　　　　②

　　（４）

　　　　　①　　　　　　②

　（１）は主語が補語の後に現れているので、中国語に訳すときは、（２）のように、主語を文の

最初に持っていかなければ、中国語としては成り立たない。（３）については、（４）のように、述

語を補語の前に置き換えなければならない。

1. 2　名詞連体修飾節においても、日本語と中国語は語順が違う。例えば、

（５）これは　経験から　得られた　われわれの　概念である。

　　　　①　　　②　　　　③　　　　 ④　　　　　⑤

（６）

　　　 ①　　②　　　③　　　 ④　　 ⑤

（７）きれいな　西に沈みかけた　地平線の　夕日

　　　　 ①　　　　　②　　　　　 ③      ④

（８）

　　　　 ①　　　　②　　 ③   ④

中国語では名詞連体修飾節における語順は領属、時間、場所を表す連体修飾語が一番前に位置し、



数量詞をもつ連体修飾語はその次に、描写性連体修飾語は一番後になって、すなわち被修飾語の直

前に現れるのである。したがって、（５）（７）の日本語の名詞連体修飾節の語順は、中国語に訳す

ると、（６）（８）のように並び換える必要がある。

２．受動表現

受動表現についてみても、日本語と中国語には大きな相違があることがわかる。

2. 1　日本語では受動表現がよく用いられるのに対し、中国語では主体が、出来事から好ましく

ない影響を被ることを表す場合以外は、受動表現は使われることが少なく、むしろ能動表現の方が

よく用いられる。例えば、

（９）　　昨日帰りに雨に降られた。

（１０）

（１１）　次郎は先生に叱られた。

（１２）

（９）と（１１）は「私」「次郎」という主体がそれぞれ好ましくない影響を被られることを表

し、いわゆる間接受動表現（迷惑の受け身とも呼ぶ）を持つ文である。この場合は、中国語では受

動表現「被」によって対応する。しかし、直接受動表現の場合は、中国語では能動表現になること

が多い。例えば、

（１３）　　卓球の試合は桜の頃開かれる。

（１４）a
　　　　b
（１５）　　最近、老人問題が大きな関心がもたれています。

（１６）a
　　　　b
（１７） 奈良の町は、中国の長安という町を手本に造られた。

（１８）a
　　　　b
（１３）（１５）（１７）の日本語の受動表現は、いずれも直接受動表現を表すものである。これ

らは、（１４）（１６）（１８）a のように、中国語の受動表現に直訳すると、非常に不自然な中国
語になってしまう。むしろ能動文に訳した方が中国語らしい表現になる。

2. 2　しかし、逆に自動詞を用いる日本語の表現が、中国語では受動表現によって表されるよう

なことも少し見られる（日英訳の場合も同様な現象が起こるそうである。飛立如雲　1993　参照）。
例えば、

（１９）　私は南極の大自然に感動した。

（２０）

（２１） 雨の音で目を覚ました。（岩波日中辞書）

（２２） 

以上で日本語と中国語における受動表現における対応は、実に複雑であることが言えよう。

３．使役表現

3.1 日本語の使役表現については、中国語では使役形式によって対応することもある。例えば、

（２３） 侵略戦争は国民に巨大な苦難をなめさせた。

（２４） 　

（２５） 子どもにピアノを習わせる。（岩波日中辞書）

（２６） 　

（２７） 君１人を行かせるわけにはいかない。（岩波日中辞書）

（２８） 



以上の例からわかるように、日本語の使役表現に対応する中国語は、いずれも「兼語句」という

構文構造になっている。

また、中国語では「　　         」というような使役表現を用いる場合、意味が曖昧になるこ
とがあるので、その時、具体的な動詞を使う方が中国語らしい表現になる。例えば、

（２９） 課長は鈴木さんにその事件を調べさせた。

（３０） 　

（３１） 子供をすきなようにさせておく。

（３２） 

　3. 2　しかし、日本語と中国語の使役表現の構造が異なるので、対応しない場合も少なくない。

例えば、

（３３） 義務教育を普及させる。

（３４） 　

（３５） 物価を安定させなければならない。

（３６） 　

（３７） 緊張した情勢を激化させた。

（３８） 

（３３）（３５）（３７）文の使用表現について、中国語は他動詞（及動物詞）によって表す。こ

れは、日本語と中国語における自動詞（不及動物詞）と他動詞が一致しないことによる表現構造の

相違である。つまり、中国語では他動詞が対応するような日本語の自動詞は、それが使役形式をと

る場合、中国語では使役動詞にならず他動詞になってしまう。そのため、逆に日本語の他動詞が中

国語では使役表現になることもある。例えば、

（３９） 苦労をかける。

（４０） 　

（４１） 想像力を豊かに働かす。（岩波日中辞書）

（４２） 　

（４３） 君をあっと驚かすことがある。（岩波日中辞書）

（４４） 

４．名詞表現

名詞表現においては、日本語と中国語の間ではかなりずれが大きい。これは両語の文法構造、表

現形式が異なるからであろう。次はこれについて具体的に見よう。

4. 1　日本語の場合は、自己紹介、日常の挨拶などに名詞表現がよく使われている。例えば、

（４５） 私は王林です。

（４６） 　

（４７） 今日はいい天気ですね。

（４８） 　

（４９） これから食事ですか。

（５０） 

これらの名詞表現は、日本語ではごく普通で、頻繁に使われる表現であるが、中国語においては

動詞または形容詞で表現しなければならない。たとえば、（４５）の「私は王林です」と（４９）「食

事ですか」の名詞文に対して、中国語ではそれぞれ（４６）と（５０）のように、「　　　　　　」

「　　　　　」というように動詞文で表し、（４７）の「いい天気です」に対して、中国語は形容

詞文「　　　　　」のように表す。

4. 2　場所、存在を表す場合においても、日本語ではよく名詞表現が用いられる。この場合は多
少ニュアンスが変わるが、動詞文でも表せる。それにたいして、中国語では名詞表現は使えず、動

詞でしか表すことはできない。例えば、



（５１） 図書館は二階です／図書館は二階にあります。

（５２） 　

（５３） 鈴木さんは事務室です／鈴木さんは事務室にいます。

（５４） 

4. 3　なお、日本語では頻繁に用いる体言締め文（角田太作 1996）は、中国語では動詞文（下
線の部分）、または形容詞文を使わないと、表現できない。例えば、

（５５） どんな困難があってもやり抜く覚悟だ。

（５６） 　

（５７） 政府はこの法律を改正する意向である。

（５８） 　

（５９） 彼は仕事を人に押し付ける魂胆だ。

（６０） 　

（６１） わたしはやっと目標を達した感じです。

（６２） 　

　以上で見た日本語の体言締め文は、「覚悟がある、意向がある、魂胆がある、感じがある」など

のように、動詞を用いても表現できるのに、わざと体言締め文を使用するのも、日本語の特徴だと

も言えよう。以上の日本語の体言締め文については、中国語では動詞文でしか表せない。実例が少

ないが、中国語では形容詞文になることもある。例えば、「堂々とした体格である」「複雑な心境だ

った」のような文は、名詞文ではあるが、形容詞文の性質を持っているので、中国語に訳すと形容

詞文になる。

（６３） シスター・矢野は堂々とした体格である。（太郎物語・曽野綾子）

（６４） 　

（６５） 彼はそれを聞いて複雑な心境だった。（岩波日中辞典）

（６６） 　

4. 4　以下は動作名詞を用いる名詞文である。動作名詞は「する」をつけると、動詞になり、強
い動作性を持つ名詞である。動作名詞を用いる名詞文は、動詞文と共通の性質を持っているので、

中国語では動詞（下線の部分）をもって表現するほかはない。例えば、

（６７） 太郎は明日東京へ行く計画だ。

（６８） 　

（６９） 政府は明日、野党と話し合う段取り

（７０） 　

（７１） 運動会は延期です。

（７２） 　

（７３） 僕は明日東京から出発だ。

（７４） 　

（７５） 午後から会議です。

（７６） 　

（７７） 父はわたしが外国へ行くことに賛成です。

（７８） 　

4. 5　動詞の連用形名詞をもつ名詞文も、中国語では動詞文になる。例えば、
（７９） やっと調子がでたと思ったら、もう終わりだ。

（８０） 　

（８１） 原稿は書きかけだ。

（８２） 　

（８３） この子は母親に生き写しだ。（岩波日中辞書）

（８４） 　



（８５） 上野方面は次の駅で乗り換えです。

（８６） 　

（８７） 後１か月で卒業だ。（岩波日中辞書）

（８８） 　

以上にあげている動詞の連用形名詞による体言締め文も、中国語では動詞文になる。このよう

に見てみると、日本語の名詞表現が中国語では動詞表現で対応することが多いということはわかっ

た。よく西欧語と日本語を比較して、西欧語は名詞中心の言語であり、日本語は動詞中心の言語で

あると言われるが、このように中国語と比べてみると、むしろ、日本語も名詞表現を好む言語では

ないかと思われる。

５．おわりに

以上の通り、小稿は日中翻訳における表現構造について、いくつかの側面から大雑把な考察を

行い、問題点を取り出した。これから、より詳しい考察、理論的な分析を行う必要がある。また、

以上の問題については、表現構造だけでなく、統語構造からも考察を行う必要がある。これらは今

後の研究課題にしたい。

付記：この研究は、文部省科学研究費（創成的基礎研究費）「国際社会における日本語について

の総合的研究」（研究代表者　水谷修　課題番号：09 NP 0701）における研究班３中野チーム「計
算機による表記・表現に関する実験的研究」の一環として、中国人学生の日本語作文における誤用

を分析するために行ったものである。
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